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新
世
代
の
た
め
の
月
間 

 
 

 

平
成
25
年
９
月
９
日
（
月
） 

名
古
屋
中
・
大
須
・
栄
合
同 

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

 
  

会
員 

64
名  

出
席
計
算
数 53

名
中
38
名
出
席 

出
席
率
71
・
70
％ 

前
々
回
出
席
率
87
・
72
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

  

★
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
・ 

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
紹
介 

★
３
Ｒ
Ｃ
会
長
・
副
会
長
・
幹
事
紹
介 

★
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
君
が
代
」「
奉
仕
の
理
想
」 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
。 

 
 

 
 

渡
辺 

観
永
・
鬼
頭 

茂
成 

 
 

 
 

伊
藤 

与
則
・
近
藤
宏
一
郎 

 
 

 
 

髙
木 

政
義
・
丹
下 

富
博 

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地 

東
京
決
定
お
め
で
と
う
！ 

酒
井 

 

修
・
尾
上 

 

昇 

岡
村 

隆
德
・
照
井 

 

栞 

田
崎 

雅
三
・
青
木 

靖
高 

ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
。
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地 

東
京
決
定

お
め
で
と
う
！ 

 
 

 

岩
崎 

征
一 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
め
で
と
う
。
土
曜
日

の
Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
フ
ィ
ー
ル
ド
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

 
 

 
 

 

宇
野 

史
仁 

玉
山
登
頂
を
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

隆
久 

  

ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
・ 

 

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
紹
介
（
敬
称
略
） 

第
２
７
６
０
地
区 

ガ
バ
ナ
ー 

田
中 

正
規 

第
２
７
６
０
地
区 

地
区
幹
事 

榊
原 

勝
俊 

第
２
７
６
０
地
区 

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー 

（
１
９
９
１
～ 

１
９
９
２
） 

加
納 

 

泉 

 

点
鐘
・
開
会
及
び
開
会
挨
拶 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

 
 

会
長 

木
村 

光
徳
さ
ん 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
、名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
、 

名
古
屋
栄
Ｒ

Ｃ
の
合
同
例

会
に
、
第
２ 

 

７
６
０
地
区 

 

田
中 

正
規

ガ
バ
ナ
ー
、 

榊
原 

勝
俊 

地
区
幹
事
を

お
迎
え
し
て
、 

「
ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
例

会
」を
、た
だ

い
ま
よ
り
開

催
致
し
ま
す
。 

 

３
Ｒ
Ｃ
会
長
・ 

 
 

副
会
長
・
幹
事
紹
介 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

篭
橋 

美
久 

副
会
長 

鳥
山 

敦
生 

幹 

事 

坪
井 

進
悟 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 会 

長 

木
村 

光
徳  

副
会
長 

照
井 

 

栞 

幹 

事 

渡
辺 

観
永 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

細
井 

土
夫 

副
会
長 

小
橋 

忠
直 

幹 

事 

上
坂 

寛
文 

 

会
長
挨
拶 名

古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

 

会
長 

篭
橋 

美
久
さ
ん 

本
日
は 

ガ
バ
ナ
ー 

公
式
訪
問 

で
ご
ざ
い 

ま
す
。
名 

古
屋
大
須
、 

名
古
屋
栄
、
名
古
屋
中
の
３
Ｒ
Ｃ
合
同

に
て
、
田
中
正
規
ガ
バ
ナ
ー
、
榊
原
勝

俊
地
区
幹
事
を
お
迎
え
し
て
の
例
会
を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
Ｒ
Ｃ
を

代
表
し
、
ひ
と
言
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

先
程
、会
長
・
幹
事
懇
談
会
を
行
い
、

田
中
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
大
変
貴
重
な
ご
指

導
を
賜
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
田
中
ガ
バ 

      

ナ
ー
に
は
、
後
程
お
話
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

も
う
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ビ

ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東

京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
致

し
ま
し
た
。私
は
京
都
の
ホ
テ
ル
に
て
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
決
定
ま
で

テ
レ
ビ
で
全
て
観
て
お
り
ま
し
た
。
日

本
の
伝
統
的
な
文
化
、
国
民
性
、
東
京

の
特
徴
な
ど
を
、
身
振
り
手
振
り
を
交

え
て
語
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
に
は
大
変
感

動
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
決
定
し
た

瞬
間
は
、
名
古
屋
で
は
な
く
、
東
京
の

話
な
の
で
す
が
、
ま
る
で
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
嬉
し
く
思
い
、
ホ
テ
ル
の
一

室
で
万
歳
と
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー
と
は
一
昨
年

よ
り
地
区
委
員
会
に
て
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
見
優
し
そ
う
な
の
で
す

が
、
実
は
強
い
意
志
を
持
ち
、
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
大
胆

な
面
と
几
帳
面
な
側
面
を
お
持
ち
の
方

で
す
。
ま
た
、
若
々
し
く
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
に
あ
ふ
れ
た
方
で
も
あ
り
ま
す
。 

田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
を
伺
い
、
私

は
「
磨
い
て
、
輝
こ
う
」「
常
に
意
識
し

て
」と
い
う
言
葉
に
感
動
致
し
ま
し
た
。
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言
葉
と
し
て
は
大
変
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
「
磨
い
て
、
輝
こ
う
」「
常
に
意
識

し
て
」
と
い
う
言
葉
に
は
何
か
を
与
え

ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。 

 

「
磨
い
て
、
輝
こ
う
」
に
つ
い
て
田

中
ガ
バ
ナ
ー
は
、
自
己
研
鑽
し
、
職
業

を
通
じ
て
輝
こ
う
で
は
な
い
か
、
と
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
常
に
意
識

し
て
」
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
あ
る
こ

と
を
い
つ
も
意
識
し
、
地
域
社
会
、
国

際
社
会
に
貢
献
可
能
な
状
況
を
創
り
出

す
こ
と
、
そ
し
て
自
分
自
身
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
に
務
め
る
べ
き
で
あ
る
と
語

ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
価
値
あ
る
Ｒ

Ｃ
を
取
り
戻
そ
う
、
と
い
う
主
旨
だ
と

私
自
身
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ガ
バ
ナ
ー
方
針
の
１
つ
で
あ
る
ク
ラ

ブ
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
会
員

の
意
識
向
上
、
そ
し
て
増
強
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
奉
仕
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
益
々
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と

考
え
ま
す
。
是
非
、
こ
こ
で
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
、
ガ
バ
ナ
ー
方
針
の
実

現
を
目
指
し
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
今
日
こ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
皆
様
と
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん

で
行
こ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

３
Ｒ
Ｃ
を
代
表
し
て
歓
迎
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

幹
事
報
告 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

 
 

坪
井 

進
悟 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
幹
事 

渡
辺 

観
永 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
幹
事 

 

上
坂 

寛
文 

 

卓 

話 

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

ガ
バ
ナ
ー 

田
中 

正
規
さ
ん 

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
１
９
０
５

年
、
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
が
４
人
の
仲
間

と
シ
カ
ゴ
で
つ
く
っ
た
集
ま
り
が
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
始
ま
り
で
す
。
最
初

は
自
分
達
だ
け
の
利
益
と
親
睦
の
た
め

の
社
交
ク
ラ
ブ
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
数
年
後
、
会
員
以
外
の
利
益
、
奉
仕

に
目
を
向
け
、
社
会
奉
仕
の
概
念
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ド

ナ
ル
ド
・
カ
ー
タ
ー
が
「
世
の
た
め
人

の
た
め
」
と
発
表
し
て
、
４
人
で
始
ま

っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
全
米
、
そ

し
て
世
界
中
に
拡
大
し
ま
し
た
。 

        

 

 

こ
う
し
た
長
く
、
素
晴
ら
し
い
歴
史

を
持
つ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ガ
バ
ナ

ー
エ
レ
ク
ト
と
し
て
、
私
は
本
年
１
月

14
日
か
ら
19
日
ま
で
、
米
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
開
催
さ

れ
た
国
際
協
議
会
に
夫
婦
で
参
加
し
ま

し
た
。
ロ
ン 

Ｄ
．
バ
ー
ト
ン
会
長
の
ご

挨
拶
で
は
、
本
年
度
の
テ
ー
マ
「E

N
G

 

-
A

G
E

 R
O

T
A

R
Y

 C
H

A
N

G
E

 

L
IV

E
S

」
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
語
訳
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー

を
実
践
し
、み
ん
な
に
豊
か
な
人
生
を
」、

私
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
に
積
極
的
に
参
加

し
、
自
分
と
周
り
を
磨
き
上
げ
、
輝
か

し
い
人
生
に
変
え
て
い
こ
う
」
と
理
解

し
て
い
ま
す
。 

 

会
長
は
Ｒ
Ｉ
の
戦
略
計
画
、
財
団
の

未
来
の
夢
計
画
に
も
中
心
と
な
っ
て
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｒ
Ｉ
の
戦
略
計
画

は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
方
向
を
決
定
づ
け
る

重
要
な
計
画
で
す
。
そ
の
中
で
は
異
な

る
国
や
地
域
に
お
け
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の

状
況
を
調
べ
、
各
地
域
の
強
み
、
改
善

点
、
課
題
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
重
点

項
目
と
し
て
は 

①
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化 

②
人
道
的
奉
仕
の
重
点
化
と
増
加 

③
公
共
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
の
向
上 

が
あ
り
ま
す
。 

１
つ
目
の
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化

は
、
①
ク
ラ
ブ
の
刷
新
性
と
柔
軟
性
を

育
て
る 

②
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
奨
励
す
る 

③
会
員
の

多
様
性
を
増
進
す
る 

④
会
員
の
勧
誘

と
維
持
を
改
善
す
る 

⑤
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る 

⑥
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
新
ク

ラ
ブ
を
結
成
す
る 

⑦
ク
ラ
ブ
と
地
区

に
お
け
る
長
期
計
画
の
立
案
を
奨
励
す

る
と
い
う
こ
と
が
唱
わ
れ
て
い
ま
す
。 

２
つ
目
の
人
道
的
奉
仕
の
重
点
化
と

増
加
に
お
い
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
が
い
ま

重
き
を
置
い
て
い
る
の
が
ポ
リ
オ
撲
滅

運
動
で
す
。
い
ま
で
も
乳
幼
児
に
は
ポ

リ
オ
の
予
防
接
種
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
の
接
種
率
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
新
世
代
奉
仕
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
６
つ
の
重
点
分

野
に
つ
い
て
、
奉
仕
の
持
続
性
を
高
め

る
こ
と
も
語
ら
れ
て
い
ま
す
。 

３
つ
目
の
公
共
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度

の
向
上
は
、
①
イ
メ
ー
ジ
と
ブ
ラ
ン
ド

認
知
を
調
和
さ
せ
る 

②
行
動
を
主
体

と
し
た
奉
仕
を
推
進
す
る 

③
中
核
と

な
る
価
値
観
を
強
調
す
る 

④
職
業
奉

仕
を
強
調
す
る 

⑤
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
機
会
、
な
ら

び
に
ク
ラ
ブ
独
自
の
主
な
活
動
に
つ
い

て
周
知
を
図
る
よ
う
ク
ラ
ブ
に
奨
励
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
中
で
語
ら

れ
て
い
る
中
核
と
な
る
価
値
観
と
は
奉

仕
、
親
睦
、
多
様
性
、
高
潔
性
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
を
１
０
８
年
も
支
え
て
き
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す
。 

 

Ｒ
Ｉ
の
強
調
事
項
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
会
員
の
増
強 

②
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

を
通
じ
た
人
道
的
奉
仕
の
充
実 

③
ロ

ー
タ
リ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
通
じ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
で
す
。
私
は
、
い

ま
ま
で
お
話
し
て
き
た
内
容
な
ど
を
踏

ま
え
、
当
地
区
の
重
点
項
目
を
①
会
員

意
識
の
向
上 

②
ク
ラ
ブ
の
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ 

③
地
区
の
改
革 

④
会
員
増
強 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

謝
辞 

及
び 

点
鐘
（
閉
会
） 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ  

会
長  

細
井 

土
夫
さ
ん 

 

本
日
勉
強
致
し
ま
し
た
こ
と
を
３
Ｒ

Ｃ
の
運
営
や
私
達
が
ロ
ー
タ
リ
ー
生
活

を
送
っ
て
い
く
上
で
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
・ 

会
長
・
幹
事
懇
談
会 

同
日
11
時
30
分
よ
り
、
３
階
「
桃

の
間
」
に
て
、
田
中
正
規
ガ
バ
ナ
ー
、

榊
原
勝
俊
地
区
幹
事
を
お
迎
え
し
て
、

加
納
泉
Ｐ
Ｇ
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
・
幹
事

出
席
の
も
と
、
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。 

 

９
月
26
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
卓
話 

「
玉
山
の
頂
に
登
っ
て
」 

ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
幹
事   

 

前
田 

隆
久
さ
ん  

 
 

広
報
委
員
会 

小
澤 

幸
男
・
青
木 

靖
高 

飯
田 

昭
夫
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


